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茶がゆ
 蟹江名物　コメヂャにコーコ　腹の中にはここちよし
　蟹江名物　コメヂャに コーコ　腹の中にはさわりなし

これは、蟹江合戦を起源にもつ蟹江町の郷土料理茶がゆ
にまつわる昔歌です。440年前の伝統の味を守ったカワ
ラケツメイ茶のやさしい甘味は、蟹江町観光交流センター
（祭人）で感じることができます。
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「環境衛生に関すること。」「公害に関すること。」を民生部から産業建設部へ

２ かにえ議会だより No.191

12月
定例会の

12/３～12/２4
あらまし

令和７年度 蟹江町の組織を再編

第２号

第３号

第62号

第63号

第64号

第65号

第66号

第67号

第68号

第69号

第70号

第71号

第72号

第73号

番　号 件　　名 主　な　内　容番　号

議　
　

案

発
議

令和６年12月 21日をもって任期満了となるため、
指名推薦により、下記４名を選出
　・伊藤　誠（いとう　まこと）氏
　・近藤　直樹（こんどう　なおき）氏
　・中島　正博（なかしま　まさひろ）氏
　・竹内　典子（たけうち　のりこ）氏
任期は令和６年12月 22日から令和10年12月 21日まで

令和６年12月 21日をもって任期満了となるため、
指名推薦により、下記４名を選出
　・戸谷　浩二（とや　こうじ）氏
　・山田　健晴（やまだ　たけはる）氏
　・水野　命子（みずの　めいこ）氏
　・黑川　彩子（くろかわ　あやこ）氏
任期は令和６年12月 22日から令和10年12月 21日まで

神田雅彦氏が、令和７年３月31日をもって解嘱となるため、
 服部　幸彦（はっとり　ゆきひこ）氏
を新任として推薦することに賛成
任期は令和７年４月１日から令和10年３月31日まで

総務部の事務の一部を政策推進室の所掌事務とし、
民生部の事務の一部を産業建設部の所掌事務とする条例改正

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に
関する法律の改正に伴う条例改正

１億3318万９千円の増額補正（総額131億1973万３千円）

国庫補助金の金額確定に伴い、６月議会で補正した
一般会計からの繰入金1122万円を相殺

3717万４千円の増額補正（総額31億8797万７千円）

議員および常勤特別職の期末手当の支給割合引き上げに伴う
条例改正

令和６年の人事院勧告を受けて、一般職の職員の給与に関する
法律等が改正されたことに伴う条例改正

2億3726万4千円の増額補正（総額133億5699万7千円）

66万1千円の増額補正（総額35億8347万4千円）

9千円の増額補正（総額10億9848万5千円）

左記の意見書を愛知県宛てに提出

可決した議案 総務民生常任委員会付託

蟹江町選挙管理委員会委員の選挙について

蟹江町選挙管理委員会委員補充員の選挙について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

蟹江町室及び部設置条例の一部改正について

蟹江町個人情報の保護に関する法律施行条例等の
一部改正について

令和６年度蟹江町一般会計補正予算 (第８号 )

令和６年度蟹江町国民健康保険事業特別会計補正予算
(第３号 )　　

令和６年度蟹江町介護保険管理特別会計補正予算
(第３号 )

蟹江町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に
関する条例及び蟹江町特別職の職員で常勤のものの
給与及び旅費に関する条例の一部改正について

蟹江町パートタイム会計年度任用職員の給与及び
費用弁償に関する条例の一部改正について

蟹江町の職員の給与に関する条例等の一部改正について

令和６年度蟹江町一般会計補正予算（第９号）

令和６年度蟹江町国民健康保険事業特別会計補正予算
（第４号）

令和６年度蟹江町後期高齢者医療保険事業特別会計
補正予算（第２号）

愛知県の私学助成の拡充に関する意見書の提出について

選　

挙

「情報化に関すること。」を総務部から政策推進室へ

事務を所管する室部を変更

第４号
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かにえ議会だより No.191 ３

※会議の様子の全文記録（会議録）は令和７年３月下旬ごろに町議会ホームページに掲載する予定です。

10月臨時会

10/10
衆議院議員選挙のための補正予算を可決

可決した議案

令和６年度蟹江町一般会計補正予算 (第７号 ) 3437万１千円の増額補正（総額129億8654万４千円）第61号

番　号 件　　名 主　な　内　容番　号

議
案

討論 賛否が分かれた議案について、本会議で「賛成」・「反対」の討論を行いました。

【議案第68号　議員報酬および常勤特別職の
　　　　　　　　給与に関する条例の一部改正】

反
板
倉

賛
佐
藤

【議案第71号　一般会計補正予算（第９号）】

反
板
倉

賛
三
浦

議員および特別職の職員で常勤のものの
期末手当の支給割合を引き上げるために
必要な条例の改正であり、適正なものと
考えられるため、賛成する。

町民が物価高で苦しんでいるいま、選挙
で選ばれた町長や議員の期末手当の引き
上げに町民の理解が得られるとは思えな
い。一般職に準じて引き上げることに反
対する。

今回の補正予算は、議員や常勤特別職の
期末手当が計上されており、議案第68
号と同じ理由で反対する。

低所得世帯や子育て世帯の負担軽減に係
る経費や町が業務を適切に運営していく
ための経費であり、どれも必要不可欠で
あると考え、賛成する。

多田陽子

賛否が分かれた議案の審議結果 （〇:賛成、×:反対　議長は採決に加わりません）

可決

伊
藤
俊
一

冨
田
さ
と
み

加
藤
裕
子

吉
田
正
昭

三
浦
知
将

佐
藤
茂

安
藤
洋
一

水
野
智
見

石
原
裕
介

志
治
市
義

板
倉
浩
幸

飯
田
雅
広

山
岸
美
登
利

○○○○○○○○○○×○○

無
会
派

新
生

　
ク
ラ
ブ

新
政
会

新
風

日
本
共
産
党

立
憲
民
主
党

公
明
党

会 派 名

議案番号

議
長

議
決
結
果

第68号

第71号

可決

議
長

多
田
陽
子

○○○○○○○○○○×○○

どのような事業に使われたのかご紹介します。

低所得世帯支援給付金事業　
　　　　　　　　　　　1億3477万5千円

物価高騰の影響を大きく受けている低所得世帯および低所得子
育て世帯に対して、１世帯あたり３万円および同一世帯の18歳
以下の児童1人あたり２万円を給付
※低所得世帯：令和６年度分の住民税均等割が非課税の世帯

保育所給食費等支援特別給付金給付事業　1402万5千円
平成30年４月２日～令和３年４月１日の間に出生した児童
一人あたり1万6千500円を給食費負担分として支給

学校給食費全額補助事業　2913万7千円
令和７年１月から３月分までの町立小中学校の
給食費を全額補助

一般会計補正予算（第９号）の主な内容
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４ かにえ議会だより No.191

　12月議会で上程された議案のうち、２案件が総務民生常任委員会に付託され、12月10日に開催された
委員会で審査を行いました。その一部をお届けします。

総務民生常任委員会の審査

蟹江町個人情報の保護に関する法律施行条例等の一部改正について（全員賛成）

蟹江町室及び部設置条例の一部改正について（全員賛成）

　　条例改正について、文言の整理と見受けられるが、詳しく説明をしてほしい。

　情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図る
ためのデジタル社会形成基本法等の一部改正により、マイナンバー法が改正されたことに伴い、蟹江町の条例で引用し
ている部分でも項ずれが起きたため、改正するものである。

問

問

問
総務課長

各議員のページの二次元コードを読み取ると一般質問の様子を動画でご覧いただけます。

８人の議員が質問

加藤裕子 （新生クラブ）

三浦知将 （新政会）
飯田雅広 （立憲民主党）
山岸美登利 （公明党）
多田陽子 （無会派）

板倉浩幸 （日本共産党）

冨田さとみ （新生クラブ）
安藤洋一 （新風）

５

６

７

８

９

質問事項議員名（会派）ページ

能登の声を聞いて

ダイバーシティ社会実現に向けて

これからの農業への取り組みについて

災害への備え（情報発信）について

災害対策について

中学生の放課後の過ごし方について

これからの介護保険はどうなる

核兵器のない平和な世界の実現を

蟹江町の水道を考える

都市計画税の有効活用を求む

　　来年度が期限である自治体情報システムの標準化進捗状況および町単独の独自施策が
自治体情報システムの一元化でどうなるのかについて、説明してほしい。

　標準化に向けて事務を進めており、最終段階に入っている。
　独自のものは、一旦標準化からは除き、自治体でまず、ある程度決まった業務
を一元化していく。システムに関しても、独自のものについては、まず除外し、
標準仕様書に合わせた調整を行っているという状況である。
　　蟹江町手数料条例の一部改正について、手数料に変更はないか。

　部や課の順番を入れ替える条例改正であり、手数料に変更はない。

総務課長

総務部長

自治体情報システムの標準化とは

地方公共団体が情報システムを個別に
開発することによる人的・財政的負担
を軽減し、地域の実情に即した住民サ
ービスの向上に注力できるようにする
とともに、新たなサービスの迅速な展
開を可能とすることを目指す取り組み。

　　　　　　　　　　　　総務省HP参考
https://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/chiho/
jichitaijoho_system/index.html

？
？
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かにえ議会だより No.191 ５

能登の声を聞いて
答／各個人が考えることで自助、共助が強化される

加藤裕子
（新生クラブ）

かとう　　 ゆうこ

の連携についての進捗は。

　平時、蟹江町内に医療的ケア児を受け入れできる施
設はない。周辺自治体も含めた訪問看護施設からの訪
問看護などの支援サービスを受けているのが実情であ
る。
　災害時の対応について、受け入れ態勢を整えていく
必要があると考えている。

　南海トラフ地震発災時にパイプとなる道路はある
か。

　緊急輸送道路として県が指定している路線は、
①東名阪自動車道　②国道１号　③西尾張中央道　
④東名阪自動車道の側道で西尾張中央道の西側
⑤県道弥富名古屋線の西尾張中央道より東側
⑥町の北部を横断する県道津島七宝名古屋線
⑦蟹江川排水機場の北を横断する県道日光大橋線　
の７路線がある。また、この７路線と各小中学校など
指定広域避難場所を結ぶ道路、避難所へ避難する際に
使用される主要な道路を、町が緊急輸送道路に指定し
ている。

　　災害時の情報伝達の一つとして公式LINEの導入
時期は。

　各自治体の取り組みを参考に、住民が欲しい情報を
選択できること、各課から直接配信できること、そし
て防災情報とも連携できる機能を持ったLINEの導入
に向けて、引き続き研究していく。

ダイバーシティ社会の実現に向けて
答／引き続き、総合計画に掲げた各種施策に取り組む

　　いじめの把握といじめに対するケアを行なってい
るか。

既に解消済みのもの含め、小学校から28件、中学校
から３件の報告を受けている（４～11月累計）。なお、
重大案件として取り扱う事案の報告は受けていない。
　いじめに対するケアに関しては、実際に学校内で発
生した事案に対して、いじめられた側の主張を受け、
しっかりと聞き取り調査を行い、いじめた側に対して
適切な指導や当事者同士の和解へ導くための指導を
行っている。必要に応じて、経過の見守りやスクール
カウンセラーによるケアも行うこととしている。

　　小中学校では、多様性（ダイバーシティ）を認め合
う教育を行なっているか。

道徳や総合の学習の中で取り上げ、外国籍の児童生
徒が多い学校では、各教科で人種・宗教・文化の違い
などを認め合う活動を取り入れるなど、様々な教育を
行っている。

　　障害者就労に対する支援策は。

　障害者総合支援法による障害者への就労系サービス
がある。一般企業などへの就労を希望する人向けの就
労移行支援や一般企業での就労が困難な人向けの就労
継続支援では、能力などの向上のために必要な訓練を
行う。就労定着支援では、一般就労に移行した人に、
就労に伴う生活面の課題に対応するための支援を行う。

　　外国人に対し、ごみの出し方などを教える取り組
みは。

　町のごみ収集カレンダーや町指定ごみ袋の分別種類
の多言語表記は、英語、ポルトガル語、中国語、ベト
ナム語、スペイン語、韓国語の６カ国語に対応してい
る。また、外国の方には、ごみ収集日や分別の種類、
ごみの出し方が分かる「ごみ分別アプリ」（英語、ポ
ルトガル語、ベトナム語、中国語の４カ国語に対応）
を推奨している。

動画
でC
he
ck！

動画
でC
he
ck！

問

問

問

教育課長
保険医療課長

政策推進課長

　　当初予定されていた総合
防災訓練の実施予定はあるか。

再度訓練の実施は考えてい
ない。各自主防災会には、普
段から防災訓練、防災学習会
の開催をお願いしており、要
望により必要な支援を行って
いく。

　　医療的ケア児に対する災
害時の初動強化と福祉避難所
問

政策推進課長

次長兼まちづくり推進課長

問

教育課長

問

安心安全課長

安心安全課長

問

問
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政策推進課長

６ かにえ議会だより No.191

農業従事者への農業支援を求む
答／フラワーウォークの実施で花きの需要拡大に

　　農業支援の取り組みは。

令和４年度に、県の補助金
を活用して農業機械などの導
入経費を補助した。また、国
の交付金を活用して施設園芸
用燃油や肥料価格高騰対策支
援補助を行った。

　　地産地消の取り組みは。

町農業関係部会の一つの朝
市部会では、毎週土日に役場、農協などで地域の野菜な
どを販売しており、いちじく部会では、毎年期間限定
のPR販売をしている。その他、祭人で地域の農産物や
加工品の販売をしている。学校給食では、食材の一部を
県内産野菜に限定して発注している。

　　農業人口が減少する可能性が高いが対策は。

農作業のIT化・効率化、外国人の受け入れなどの対

策が挙げられるが、関係機関と情報を共有しながら
できうる対策について検討していきたい。

　　耕作放棄地の対策は。

農業委員が所有者への指導や担い手への利用集積
などを行い解消していくが、法改正により、周辺農
地の営農に支障がある場合、市町村長の措置命令が
可能になった。具体的な対策は、他市町村や関係機
関と情報共有などを行い、検討していきたい。

　　町として、農業に対してどのような想いがあり、
どのような取り組みをしていくのか。

生産振興と需要の拡大、防災など多面的機能を有
する農地の保全の３つが大きな柱だと認識している。
趣旨に賛同したフラワーウォークを実施したり、花
き部会を中心に毎年町民まつりで販売を行うなど、
当町の特産品の一つである「花き」の需要拡大の一
助となっている。

三浦知将
（新政会）

みうら　  ともゆき

災害への備え（情報発信）について
答／データ通信、データ放送の必要性は、十分理解している

　　令和６年６月議会の一
般質問で提案したトイレト
レーラーの導入について積
極的に検討するとあったが、
その後の検討状況は。

　トイレトレーラーの有用
性については深く認識して
いるが、維持管理費用、車
両の保管場所、保管方法や
移動の際に必要となるけん
引免許所持職員の確保など、

様々な課題もあることから、他自治体の事例も含めて
研究している。

　　パソコンに不慣れな高齢者にも優しいテレビの
データ放送を活用した町民への情報発信を、
①災害時には即時性がある防災の面、
②平常時は最新の町政情報が発信できる広報の面
それぞれの面から導入についてどう考えるか。

③町長の考えは。

①災害情報共有システム（Lアラート）で、災害時
に町が発信した災害情報をテレビなどで確認できる。
民放テレビ局のデータ放送を活用する際のコストや
条件、他団体の状況などの情報収集に努めたい。

②「Locipo（ロキポ）」を活用した民放テレビ局
のテレビデータ放送との情報連携は難しいが、NHK
のデータ放送は、NHKの取材時にデータ放送の希望
を行政が伝えれば掲載を検討するとの回答であった。
今後はNHKからの取材の際には、積極的にデータ放
送の掲載をお願いしていく。

③データ通信、データ放送の必要性は、十分理解
をしているつもりである。パソコンやスマートフォ
ンを使えない方から要望をいただくこともあるが、
若い方は逆にテレビを見ないという
現象もあり、いろいろなことを考え
ながら進めていきたい。

安心安全課長

問

飯田雅広
（立憲民主党）

いいだ　 まさひろ

問

土木農政課長

町長

問

動画
でC
he
ck！

動画
でC
he
ck！

問

副町長

安心安全課長

蟹江町からの
　お知らせ

土木農政課長
問

問

問

土木農政課長

土木農政課長
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かにえ議会だより No.191 ７

感震ブレーカーの普及啓発を
答／認知度を高められるような啓発活動を行っていきたい

　　過去の災害教訓から当町
の防災体制について問う。
①災害用トイレの確保と備蓄
状況は。
②災害時要配慮者の避難所環
境整備と防犯対策は。
③安心安全の確保となる非常
用電源装置が設置された避難
所は。また、非常用電源の必
要性についての考えは。
④外国人への緊急防災情報の
発信は。

　①各避難所や防災倉庫などに簡易トイレや携帯トイレ、
車いす利用者のための車いす対応型トイレの備蓄をして
いる。また、下水道に接続している避難所施設の一部に
おいては、マンホールトイレの設置ができるよう整備し
ている。
　その他、トイレカーや特殊車両など
のレンタル供給に関する災害支援協力
についての協定を民間業者と結んでいる。

　②各避難所のうち、各小中学校、産業文化会館な
どには、車いす、スロープおよび車いす対応型仮設
トイレ等の利用頻度の高い要配慮者用防災資機材が
配備されている。　
　防犯対策については、避難所の出入口や施設内の
警戒業務を行ってもらうため、警備会社との災害協
定を検討している。
　③非常用電源として、リチウムイオン蓄電池を指
定避難所全22カ所に設置している。

　また、民間業者と災害支援協定を締結しており、
この協定に基づき、非常用電源を調達することも計
画している。
　④外国人への防災情報の発信として
９月に、在日外国人を対象とした蟹江
町ボランティア会主催の防災学習会を
支援した。

山岸美登利
（公明党）

やまぎし　　　みどり

中学生の放課後の過ごし方について
答／放課後はできるだけ対面で過ごす時間を作ってほしい

　　中学生の帰宅時刻は早
く、宿題や部活動時間は少
なくなっている。
①タブレットの持ち帰りと
部活動の地域移行にどのよ
うな考えを持っているか。
②地域移行の進捗状況は。
③検討会議の内容等の公開
予定はあるか。
④蟹江町の中学生にどのよ
うな放課後を過ごしてほし
いと考えるか。

　①持ち帰りよりも、まずは学校におけるタブレット
の活用をさらに進めていきたいと考えている。外部講
師による具体的なタブレット活用方法の研修会を教員
向けに実施しており、タブレット活用の広がりを期待
している。その先に、持ち帰りの新たな活用が出てく
るものと考えている。
　学校から完全に切り離す部活動の地域移行は、課題

が複雑に絡み合っていて難しいが、町で可能なこと
を検討し、進めていきたい。生徒、保護者、両中学
校の教員、外部指導者にとって、相互利益が多く生
まれることを目指して、部活動改革に取り組んでい
きたいと考えている。

　②今年度から学校、PTA、スポーツ・文化団体な
どの代表者と行政で構成される蟹江町部活動地域移
行検討委員会を設置し、現在、次年度に個人競技の
種目を実証事業として行えるよう進めている。
　③実施したアンケート結果をホームページに掲示
する予定である。内容や掲示の時期は、検討委員会
で協議する。

　④人工的な建物が多いが、当町はまだまだ自然が
多いので、できるだけ外で遊んでほしい。まずは自
然としっかり自分が向き合って、ウェブ上ではなく、
実際対面で話や情報交換を行うことを短い時間でも
いいのでやってほしい。放課後はできるだけ対面で
過ごす時間を作ってほしい。

生涯学習課長

問

多田陽子
（無会派）

ただ　　  ようこ

問

教育長

動画
でC
he
ck！

動画
でC
he
ck！

安心安全課長

町長

　現在設置しているリチウムイオ
ン蓄電池は、災害時の照明などの
電源確保を目的としているが、要
配慮者の方の緊急時利用も可能で
あると考えている。
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 ８ かにえ議会だより No.191

介護人材不足は大丈夫なのか
答／介護の担い手不足は重要な課題であると認識している

板倉浩幸
（日本共産党）

いたくら　ひろゆき

　　当町での介護事業者・介
護職員とくにケアマネジャー
は、現在足りているのか。

　現在、町内介護施設におい
て、介護職員の不足を理由に
事業所を閉鎖したり、受け入
れを制限している施設はない。
また、訪問介護やケアマネ
ジャーなどにおいても、町内
のみならず、近隣の市町村の
事業所も利用できるため、お

おむね足りているものと考える。しかし、高齢化の進
展と労働人口の大幅減少が予想されており、介護の担
い手不足は重要な課題であると認識している。

　　2035年団塊世代が全て85歳になるが、介護人材
不足が深刻化すれば制度が持続してもサービスが受け
られない。介護離職が増え需要バランスが崩れ経済活
動に支障が生じ、制度あってサービスなしにならない
のか。　

　安定的に介護サービスが受けられるよう介護人材確
保のための支援に取り組むほか、介護や支援の担い手
となる元気な高齢者を増やすために、介護予防事業を
推進していく。また、今年度から始まった「保健事業
と介護予防の一体的実施事業」により、フレイル予防
などの健康教育や介護、医療、健診のいずれも利用し
ていない健康状態不明者への個別訪問を行い、健診の
受診勧奨や介護、医療が必要な方をサービスにつなぐ
ことにより介護予防、重度化予防に努めていく。

　　介護保険改正が３年おきで、中長期的なビジョン
を構築する機会が制度に盛り込まれていないなど抜本
的な介護システムを再構築する必要がないのか。

　昨年３月に策定した第９期介護保険事業計画では、
令和６年度からの３年間に必要な介護サービスなどの
見込みを立て、保険料を決定しているが、計画の基本
理念や基本目標、主な取り組みや事業については、団
塊ジュニア世代が高齢者となる2040年を見据えた中
長期的なものとして計画している。

被爆80年の平和祈念事業はどうする
答／これまでも行ってきたプログラムを継続していく

　　このたび、日本被団協がノーベル平和賞を
受賞されたが、このことについての考え方は。

　日本原水爆被害者団体協議会（日本被団協）
が、被爆者の立場から核兵器の廃絶を訴えて
きた活動が評価されて、ノーベル平和賞に選ばれたと
認識している。当町も戦争のない恒久平和を願う平和
都市宣言のまちとして、蟹江町平和都市宣言に基づき、
平和祈念事業に取り組む必要性を改めて強く感じてい
る。

　　日本被団協が取り組んでいる核兵器禁止条約の署
名・批准を求める署名に町長として署名し、町民に広
く呼び掛けてはみてはどうか。

　現在国が条約に批准していないことを踏まえると、
非常にデリケートな国際的事象があると考える。今後
も国の動向を注視し、海部近隣の市町村と情報共有を
密にし、この条約の署名、批准を求める対応について
政策推進室として情報収集に努めていきたい。

　　来年は被爆80年であり、平和事業をどのように
計画しているのか。また、ノーベル平和賞受賞の周知
はどうか。

　来年度も愛知原水爆被災者の会の協力を得て、戦争
体験者講話を開催し、戦時中の様子や被爆の実相、戦
後の生活など、様々な側面から、理解を深めていただ
く機会を提供したいと考えている。
　また、戦争の悲惨さと命の大切さについて考える機
会を提供するとともに、後世に戦争の記憶を引き継い
でいくために「戦後80年の企画」を歴史民俗資料館
と協力して開催していく。その際、ノーベル平和賞の
受賞についてもあわせて周知し、平和への思いを共有
できればと考えている。

政策推進課長

動画
でC
he
ck！

動画
でC
he
ck！

問

問

問

介護支援課長

政策推進課長

介護支援課長

政策推進室長

問

問

問

介護支援課長

アピールする被爆者たち　
2024.12.10オスロ市内にて

ノーベル平和賞の
メダルと賞状

写真：ノーベル平和賞受賞オスロ代表団からの提供
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かにえ議会だより No.191 ９

私たちの水道について問う
答／検査を行い、安全を確認している

　　蟹江町の水道の成り立ち
と家庭までの経路は。

　昭和46年４月から組合営
の簡易組合と町営の簡易組合
が統合し、公営企業法適用の
水道事業として発足した。
　経路については、岐阜県下
呂市にある岩屋ダムを水源と
した木曽川の水を尾張西部浄
水場で浄化処理した後、蟹江
町の配水池に貯留される。そ

の後、配水ポンプを使用して各家庭に安定供給している。

　　水質検査内容、頻度と結果は。

　色、濁り、残留塩素の日常管理
として行う毎日検査、一般細菌や
大腸菌など９項目を検査する毎月検査、51項目を検査
する年１回の水質基準項目検査など、水道法に基づき検
査を実施している。

　　最近問題のPFASについて、蟹江町の水道水は。

　当町では、県営水道から購入した水のみを水道水
として供給しているため、県がPFASの検査を行い、
その結果が基準値以下と確認している。

　　町の水道水は安全であることをホームページや
町広報紙で、町民へわかりやすく知らせるべきであ
ると考えるがどうか。

　ホームページには、当町が行った水質検査結果と
県営水道水質検査結果を掲載している。また、県が
実施したPFASの検査結果も確認できるようにリン
クを貼っている。ホームページを見ることができな
い方への周知方法については、検討していきたい。

　　浄水場などの水道施設を見学できる企画を。

　愛知県企業庁では、「水道施設見学ツアー」などを
行っているため、機会があればご参加いただきたい。

問

冨田さとみ
（新生クラブ）

とみた

問

都市計画税の有効活用を求む
答／捻出された一般財源もハード事業に優先して活用したい

　　昨年の６月議会で都市
計画税が可決された。
①そもそも都市計画事業と
は。
②都市計画事業で整備した
道路や公園の維持補修や更
新に係る経費に税収を充て
ることができるのか。
③都市計画税導入で捻出さ
れた一般財源とは。

　①まちづくりのルールを
定める都市計画では、交通施設（例　道路、鉄道）や公
共空地（例 公園、緑地）、供給・処理施設（例 下水道、
ごみ焼却場）などの生活に必要な都市の骨組みを形作る
施設で、都市計画に定めることができるものを「都市
施設」という。都市施設を整備するにあたり、都市計
画に定め、都市計画法に基づく知事の認可を受けて行
う事業を都市計画事業という。令和６年度予算の中で
は、都市計画道路南駅前線整備事業および下水道事業

が都市計画事業に該当する。
　②都市計画施設の整備は「新設」だけでなく、バリ
アフリー化や耐震改修など計画的な改修や更新につ
いても対象となる。

　③都市計画税を再導入することで、これまで都市
計画事業などにも活用せざるをえなかった一般財源
を、他の重要な事業に活用できるようになる、とい
う１つの考え方である。

　　令和７年度からの都市計画税の活用は確実な舵
取りが求められる。横江町長の決断を求む。

　町が未来永劫発展するように、町民の皆様が喜ば
れるようなまちづくりをしてきたつもりである。財
政が非常に厳しく、この先いばらの道が待っている
中で、ルールを作って後は知らないではいけない。
町民の皆様の付託がいただければ、再度町長選に
チャレンジし、精一杯頑張って町政を前に進めたい。

問

安藤洋一
（新風）

あんどう　よういち

問

問

動画
でC
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ck！

動画
でC
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ck！

問
水道課長

次長兼まちづくり推進課長

総務課長

町長

水道課長

水道課長
水道課長

水道課長

問

配水池
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防災建設常任委員会
防災とそれに関わるインフラ整備について

10 かにえ議会だより No.191

第１部　委員会活動報告

令和６年度令和６年度
議会報告会を開催しました議会報告会を開催しました議会報告会を開催しました

子育て支援について 公共交通のあり方について　視察の報告を行いました。

総務民生常任委員会

　第１部では、総務民生・防災建設の各常任委員会の活動報告
を行いました。報告の概要を掲載します。

アンケート調査を予定し、地域住民の声を集約するこ
ととしました。これからアンケート内容を精査し、準
備を進めるところです。
　また、引き続き先進自治体などの視察研修と公共交
通のあり方について調査研究を続け、当町の移動支援
確保について取り組んでいきたいと考えています。

　大治町で行った福祉巡回バス
の停留所およびルート見直しに
ついての視察研修を参考に、お
散歩バスのオレンジコース、グ
リーンコースの利用者向けに

議員全員で
皆さまを迎える準備

受付でお出迎え 水野議長が開催挨拶

  【こども家庭課、こども家庭センター】
　今年度新たに設置されました。ここでは、母子保
健と児童福祉分野の双方を一体的に対応しています。
  【子育て支援センター】
　親同士が気軽に話し合いができ、こどもが安心し
て遊べる場所を提供しています。
  【プール委託事業】
　今年度から町内の全小学校で、プールの授業が民
間委託されました。誰一人取り残すことのないよう
泳ぎのレベル別に、プロのコーチの指導を受けます。
児童も楽しく積極的に授業に参加していました。

　昨年度の議会報告会後は、行政へ依頼し、交通量
調査を実施するとともに、水防倉庫や消防署、避難
所指定の小中学校体育館の視察などを行いました。
　防災については、備蓄資材や食料の適切な管理、
収容人員に見合った数量の確保が重要であると再認
識しました。発災時に迅速に提供できるように備蓄
品の中身や数量を精査することも大切です。避難所
運営人員の確保や運営手順・役割分担などのマニュ
アルを適宜見直す必要もあります。特に体育館に限っ
て言えば、空調設備は欠かせません。委員会として
空調設備設置の実現に向けて努力していきます。

　インフラ整備については、
以前から東郊線踏切の拡幅をＪＲに何度も要望してい
ますが、ＪＲ側は踏切を減らしたい意向です。しかし、
どの踏切を閉鎖するなどということは簡単に決められ
ず、踏切の拡幅や道路の高架化にも大変高額な費用が
生じます。近鉄の踏切も町内には６つあり、その中に
は危険な踏切もあります。ＪＲ、近鉄双方の踏切につ
いて、引き続き県道への格上げを要望していきます。
　つい先日、ＪＲ蟹江駅周辺の自転車交通量およびア
ンケート調査を実施しました。その結果等も踏まえ、
さらに議論を深めていきたいと思っています。

お
散
歩
バ
ス

東
郊
線
踏
切

ＪＲ

道幅が狭く危険
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第２部　意見交換・質疑応答

令和６年度
議会報告会を開催しました

防災建設常任委員会

総務民生常任委員会

　令和６年10月19日（土）に産業文化会館３階会議室１・２・３で、議会報告会を開催しました。
お足元の悪い中、31名の方にご参加いただきました。第２部意見交換会では、多数の貴重なご意
見をいただき、誠にありがとうございました。

　第２部では、参加された皆さまと意見交換・質疑応答
を行いました。その一部を掲載します。
（全文は、町ホームページに掲載しています。）

答
問

答

問

問

答

問

答

この夏、須西小学校と新蟹江小学校では冷凍庫が設置され、児童がネッククーラー
をつけて登校していた。他の小学校での設置状況はどうか。
教育委員会では、今後順次増やしていく予定である。

通学時間帯に子どもたちのすぐ横で歩きたばこをする大人がいる。
その時間帯だけでもやめてほしい。
路上喫煙を禁止する条例は当町にない。通学時間を含めた検討をしていきたい。

お散歩バスは、土曜日も日曜コースと同じダイヤにした方が良いのではないか。
また、名古屋市バスの延伸の話を聞いたことがあるが、市バスは来ないのか。
ダイヤ変更については、土曜日の乗車数を見ながら勉強させてほしい。
　　　　　　　　　　名古屋市バス延伸の話は、今のところない。

選挙の投票を投票所に行かなくてもできるようにしてほしい。
いろいろな場所で投票できるように要望している。

うか。

イヤ変更に いて
　 　　 　　 　　

舟入斎苑一本化の進捗状況は。
舟入地区や周辺地区の方と協議をし、進めていく段階になっている。

東郊線踏切のJRとの協議状況、様子は。
JRと当町は何度も協議をしており、踏切を１カ所閉じ、東郊線踏切を拡幅する話がでている。
当町としても協議しているが、財政力からして町単独では困難である。国・県・町３者で進め
ていくべきだと考えているため、県道への格上げが必要だとの委員会報告に至った。

富吉駅南地区市街化の状況経過は。
仮同意が90％に達したことで３月に市街地となり、本同意をお願いしている状況である。

避難所の備蓄品は水害に備え、高所保管が必要だと考えるが、考慮されているのか。
備蓄品が保管されている防災倉庫は、１ｍ20㎝以上水が入っても浸水しない位置　　　　　　
　　　　　　　　      まで上げて作られており、食料等は２階に保管されている。
　　　　　　　　　　体育館も舞台上や２階に備蓄品を保管している。

保
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議会広報編集委員会
委員長　　山岸美登利
副委員長　三浦知将
委　員　　多田陽子 志治市義
　　　　　板倉浩幸　加藤裕子
　　　　　冨田さとみ

　今回で委員長としての編集後記担当が最後となります。毎号
お読みいただきありがとうございました。今後も皆さまに親し
まれる紙面づくりを心掛け、開かれた議会の情報発信に努めて
まいります。この一年が災害のない平穏な年でありますよう心
から願っております。（山岸）

編 集 後 記

令和７年(2025年)２月１日発行　
発行／蟹江町議会　編集／議会広報編集委員会
〒497-8601　愛知県海部郡蟹江町学戸三丁目１番地　
TEL（0567）95-1111  FAX（0567）95-1525
URL：https://www.town.kanie.aichi.jp/site/gikai/

二次元コードからも
アクセスできます。

ホームページもCheck！

蟹江町議会

マチイロ
スマートフォンの無料アプリ

「マチイロ」をダウンロードする
と、スマートフォンやタブレット
端末で「かにえ議会だより」を読
むことができます。

聴く！議会だより
　ボランティアグループ「音ごよみ」
の方々のご協力により、音声版の議会
だよりを作成しています。音声版議会
だよりは、蟹江町図書館での視聴・貸
し出しのほか、議会ホームページでも
聴くことができます。 議会ホームページ

聴く！議会だより

次回の定例会は２月28日開会予定

※議事の都合により日程は変更になる場合があります。

議会放映

２月28日 （金） 開会

３月３日 （月） 28日の予備日

４日 （火） 常任委員会

10日 （月） 一般質問

11日 （火） 10日の予備日

　12日 （水） 予算審議　　    

　13日 （木） 12日の予備日

　14日 （金） 閉会

クローバーテレビによる放映を行います。
○一般質問
　（生放映および当日午後７時から再放映）
※放映日から約10日後には、インターネットによる

　　録画映像配信も行います。

こちらの二次元コードから
過去の映像配信をご覧になれます。

沖縄県読谷村議会議員
　　　　　　視察を受け入れ

12月定例会の鉢花
　令和６年11月29日 (金)、沖縄県読谷村議会から６
名の議員が、「タブレット端末の導入について」「文化
財保存活用地域計画について」「蟹江町の特産品を使っ
た取り組みについて」をテーマに来町されました。

　町の特産である花きを広く知っていただくことを目
的として、３月定例会から蟹江町花き部会様ご提供の
鉢花を議場へ展示しております。
　12月定例会の会期中は、ポインセチアの鉢花を議
場に飾りました。

水野議長と議会 ICT推進部会の飯田部会長、
三浦部会員が対応しました。
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